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１．はじめに

親愛なる代議員の兄弟たちへ

　来る９月に天使の聖母聖堂で開かれる総集会のための叩き台となるテキスト（準備文書）をここにお送り申し上げます。これは資料というよりも、作業を助けるためのガイドラインです。総集会の目的である考察と識別の作業を助けるために私たちの取るべき方法と考察のテーマが、この中に書かれています。

　この総集会の召集は、２００５年１０月２９日に天使の聖母聖堂で荘厳に始まった、本会創立８００年祭に向けての会全体の準備の一環です。「創立の恵み」のテキストをここで言い換えますと、この総集会も８００年祭と同じように、「会の兄弟共同体全体にとっても、また、フランシスカン家族にとっても、カイロス、すなわち、新しい始まり・新しい生活を目指した会それ自体の『再建』（re-foundation）のための真の適切な時となり得る」と言うことができます。

　このテキストは準備委員会が作成したもので、すべての兄弟に検討していただくために再度お配りした資料「現代のフランシスコ会の使命」についての各管区の研究結果をもとにしており、総理事会から承認されました。

　この叩き台は、８００年祭を祝うことの深い意義を説明した序文から始まっています。つまり、そのねらいは、小さき兄弟たちの会則を守ることによって聖福音の教えに従って生きることです。その後に、各管区から寄せられた、資料「現代のフランシスコ会の使命」について再読した感想と研究結果の要約を記しました。

　この叩き台は、その他、各管区で準備することの重要性を指摘しながら、総集会の進行方法と議題についても述べています。テキストの最後の部分は、私たちが総括文書を作成し、そこに書かれた指示を伝え、実行することによって、総集会の体験を継続して行く義務があると述べています。

　このテキストを各代議員と各管区にお送りいたしますが、特にこの重要な任務の準備と遂行を、すべての兄弟の祈りに委ねたいと思います。どうか、師父聖フランシスコと会の女王であり守護者である処女マリアが私たちの歩みを支えてくださいますように。

準備委員会の兄弟たちより※

２００５年１２月２２日、ローマにて
· ヘルマン・シャルック、ジャコモ・ビニ、アンブロジオ・ファン・シ、フランチェスコ・ブラビ、ホセ・マリア・アレグイ・グリディ、タッデー・マトゥラ。

２．私たちの召命と使命を新たに位置付ける恵みの時

2.1 聖福音の教えに従って生活すべきこと（遺言14）

何を祝おうとしているのか。

　個人および共同体の多様な自発性によって、特に、この臨時総集会を開催することによって、私たちは２００９年に８００年祭を祝うための準備を３年も前から行っているのです。お祝いというと、普通は人物に関するお祝いが多いのですが、（たとえば、フランシスコとかクララの祝日というふうに）、今回は人物やその人の業績をお祝いするのではなくて、歴史的事実をお祝いするのです。つまり、１２０９年にフランシスコを中心に集まった兄弟たちの小さなグループが教皇イノセント３世に提出した「福音的生活様式」を教会に認可してもらった事実を祝うのです。従って、私たちはフランシスコを記念するのではなくて、教会に認められたフランシスカン霊性の「カリスマ」の基本的で根源的な中心が生まれた記念日を感謝と喜びをもって祝うのです。「わずかな言葉で単純に書き記された」（遺言14）原始会則はイエスの福音に従った生活様式以外の何物も提案してはいませんでした（遺言14）。会則は先ず兄弟たちに向けられたものでしたが、その後の歴史が示しているように、それは聖職者のみならず、独身者や既婚者、その他あらゆる生き方を選択した人々に向けられた「開かれた」提案なのです。

聖福音を守ること：会則の真髄

　規則というよりも一つの生き方を示した最初のテキストは、後になってより明確で豊かなものになりました。特に、非裁可会則は何度も編集改訂され、最後にはフランシスコの遺言（14－23）にもあるように、教皇により書面をもって認可されました（1223年の裁可会則）。会則の基本的な内容を簡単に示したい場合、あるいは会則に表題をつけたい場合には、「福音」という言葉をその都度使用しています。ですから、非裁可会則は、兄弟たちの生活をイエス・キリストの福音に基づく生活（vita evangelii Jesu Christi）（Prol.２）と規定しており、兄弟たちに、福音的な生活に近づくようにと促しています。つまり、「聖なる福音と自分たちの生活とによって約束した主の戒めを守ること」（5：17）、そして、「キリストの聖福音の御言葉と生活と教え」に忠実に生きるようにと勧めています。クララの会則と同じように、最終的な会則は簡潔な表現で最初から最後まで綴られています。つまり、「小さき兄弟たちの会則と生活は、私たちの主イエス・キリストの聖福音を守ることである」（1：1－2）で始まり、「私たちの主イエス・キリストの清貧と謙遜と聖福音を守るためである」（12：4）で終わっています。「遺言」の中で、神の示しによって選び取られた自分と兄弟たちの生活様式を詳しく述べるに当たって、フランシスコはそれを、「聖福音の教えに従って生きること」と表現しています。「全キリスト者への手紙」は、すべてのキリスト者に私たちの主イエス・キリストの「命令と勧め」を守るように促しています（２LtF39）。従って、原始的なフランシスカンのプロジェクトをグローバルな形で提示し、要約し、統合し、中心に光を当てるために、「福音」という言葉が使われているのです。

会則とフランシスコの他の書き物に見られる福音

　フランシスコは「福音」を重視し、会則の中でも生活を｢福音｣に従って生きることと述べていますが、この「福音」という言葉でフランシスコは一体何を言おうとしたのでしょうか。清貧と定住しない生活と教えを宣べ伝えることに限定していたのでしょうか。「福音」という言葉が使われている個所を注意深く読むと、フランシスコの言っている福音に基づく生活とは、「持っている物をすべて売り払う」（非裁可会則1：2）とか、「旅には何も持って行ってはならない」（非裁可会則14：1）とか、「どの家に入っても、まずこの家に平安があるようにと言う」（裁可会則3：13、遺言23）などの行動規範に限定し得るものではないことがわかります。「福音を守る」とは、イエスの示されたメッセージをその豊かさのまま受け入れることなのです。つまり、主の教え、約束、さまざまな要求をそのいずれをも削除したり、特別扱いしたりせずに受け入れることなのです。福音とは、その最も豊かな意味においてイエス御自身であり、イエスはその生活と言葉を通して、父なる神の存在と御名を私たちに示され、神との交わりを体験させてくださいます。「それで、私たちは主の言葉と生活、また、主の教えと聖なる福音を守ろう。主は私たちのために御自分の父に祈り、その御名を現して言われた。父よ、御名の栄光を現してください」（非裁可会則22：41）。裁可された会則の最後の文章（12：4）「イエス・キリストの清貧と謙遜と聖福音を守る」は、福音を清貧と謙遜に結びつけるものです。これは、貧しい人、小さき者､僕として生きるように求められていた兄弟たちの態度を指すだけでなく、｢神の謙遜｣の最高の模範を示すものです。つまり、「・・・この処女の胎から、御言葉は、私たちの人間性と弱さをそなえた真の肉を受け取られたのです。主は・・・この世で貧しさを選ぶことをお望みになりました」（全キリスト者への手紙２：4－5）。

　これらの文章によれば、福音、すなわち、喜びの源となるよい知らせとは、まず、三位一体の神の神秘の現れであり、神はその聖なる愛によって私たちを神の御生活に与らせてくださり（非裁可会則17：23、PrsG, 2LtF 4-11, 48-53）、私たちはすべてを超えて神を憧れ望まなければならないのです（裁可会則10：8－10）。このいと聖なる、いと高き神は、同時に人類を激しく愛され、控えめで謙遜で（「あなたは謙遜」PrsG）、身をかがめて弟子たちの足を洗われました。次に、福音とは自分を知ることなのです。自分とは、神とそのキリストの似姿として（非裁可会則23：1、訓戒の言葉5：1）、崇高な状態で造られながら、同時に逆説的に神の憐れみを誘う（非裁可会則17：7、23：8）、限界があって、貧しく、罪びととして造られた「最も価値ある被造物」である（クララの手紙）自分のことです。この二つの状態を認識し、受け入れることによって、真の清貧の根本であり、神と隣人との正しい関係の原点、すなわち、「小さき者としてとどまり、その家のすべての人に服従する」（非裁可会則7：2）という原点に立ち返ることができます。隣人を愛することは、それが、「友人であれ、敵であれ、盗賊であれ」、あるいは、キリスト者であろうとなかろうと、きわめて重要です。隣人愛は具体的で、活動的で、奉仕（足を洗うなどの）を伴い、「母親のような」優しさを持ち、あらゆる支配欲を捨てることができねばなりません。こうして、隣人愛から兄弟会が生まれます。兄弟会とは、フランシスコが名づけたもので、兄弟たちの中で造られ、すべての人とすべての被造物に対しても開かれています。状況によって多様な形態を取る宣教活動(mission)は、目に見える、いつも新たに始める共同体の三つの要求の実現に根ざしており、そのことは、裁可会則10：8－10に明確に述べられています。三つの要求とは、すべてを超えて望むべき主の霊が兄弟たちに勧めているように、神を体験すること（常に清い心で祈ること）、自分を知り受け入れること（迫害や病気の時には、謙遜と忍耐を養うこと）、そして、すべての人－たとえ敵であっても－と愛の関係を築くこと（私たちを迫害し、責め、とがめる人たちを愛すること）です。

　フランシスコが生き解釈したこれらの福音の基本の上に立って初めて、フランシスカンの清貧、従順、貞潔という具体的な誓願を引き受けることができるのです。この基本に立って初めて、教会のために働く本物の共同体を築くことができ、現代世界に注意を払うことによって今日の使徒的・宣教者的道筋を明らかにすることができるのです。

現代において福音を生きる

　会則の集大成である裁可会則を表面的に読むだけでは、会則に盛り込まれた福音の教えに従って生きるようにとの訴えを理解することはできません。ましてや、会則の文章を教会法に照らして理屈っぽく解釈する癖のある私たちはなおさらです。しかし、フランシスコの書き物に記された彼のはっきりした意図と初期の伝記作家たちを通してフランシスコが福音をどのように引用していたかを考えれば、フランシスコにとって福音とは人類に向けた神のメッセージに他ならないことが分かります。つまり、人となられた御子の到来によって、また、教会と世界に与えられた聖霊によってクライマックスを迎えた人類へのメッセージです。

　つまり、私たちにとって、会則はいくつかの段階を経てできたものですが（フランシスコは「遺言」の中で、それらを全部一つの会則とみなしています）、キリストの福音を指しており、少しずつ福音の深みへと導く入り口であり、主の現存を自らの行動（個人として、また共同体としての）を通して絶えず証しするようにと勧めるものなのです。フランシスコが兄弟たちの生活を「イエス・キリストの福音の生活」（非裁可会則）、「イエス・キリストの聖福音を守ること」（裁可会則）、「聖福音の教えに従って生活すべきこと」（遺言）、すなわち、福音を受け入れ、それを具体的に実行することであると定義づけていたという事実は、このことを裏付けています。会則において、さらには、さまざまな書き物の中で広くフランシスコが勧めていることはすべて、神の人類への愛と慈しみを喜びをもって告げ知らせようとする気持ちに満ちあふれています。彼の勧告と考察はすべて、この方向に向いているのです。それによって私たちは、自分の生活と召命の究極の土台を理解するように招かれています。それは、人類とすべての被造物に対する神の無限の贈り物であり、「生きていることの神聖な喜びを分かち合うように」との呼びかけなのです（E. Leclerc）。

　私たちは第三の千年紀の始めに、以上のことを生きるように招かれています。科学技術とコンピューター化された世界とそれがもたらす危機、すなわち、地下戦争、テロ、グローバリゼーションなどに直面したキリスト教信仰は、神についてのあらゆる疑問や挑戦にさらされています。人間イエスを通して歴史の中に入って来られた神、人間の本性、人間の生と死について、問われているのです。教会もまた問われています。世界におけるその役割と影響力は、陳腐なものとなり、反対されています。私たちのフランシスカン家族も、会員数の減少、アイデンティティーの不確かさ、諦めへの誘惑などの危機に見舞われています。これらのさまざまな挑戦に対しては、会則が中心に据えている福音に立ち返ることによって初めて、確信と想像力と勇気をもって立ち向かうことができます。

すべての人のための福音

　会則の裁可８００周年記念の中心は、まず、第一会の兄弟たちです。なぜなら、彼らはその修道誓願によって会則を個人として、また共同体としての自分の生活の基盤として守ることを約束したからです。しかし、会則の文章の中心をなすもの、すなわち、会則が引用している福音はすべてのキリスト者に向けられたものです。フランシスコと最初の弟子たちが受け入れた、イエスのメッセージをラディカルに実践するようにとの勧めは、いつの時代にも、どのような身分の人にも通用するものです。フランシスコの後を追って、１２１２年頃、アシジのクララはフランシスコの裁可会則をほとんどそのまま取り入れて、貧しき婦人の会（クララ会）を設立しました。まもなく、他の人たちも、個人や男性・女性のグループを問わず、自分の身分（家族や職業）を保ちつつ、フランシスコの福音的な勧告に励まされました。そのことは、フランシスコが彼らに宛てた書き物によって明らかです（非裁可会則23、全キリスト者への手紙）。今日、在世フランシスコ会の信徒、在俗会の会員、律修第三会の修道者、クララ会の姉妹たち、および第一会の三つの家族からなるフランシスカン家族は、フランシスカンのアイデンティティーと霊性の基本である福音の教えに絶えず立ち返っています。

　従って、この８００年祭は、小さき兄弟会の「特有な所有物」（particular property）ではなく、全家族をあげて感謝を捧げるお祭りなのです。そしてそれは、特に、フランシスコが私たちに訴えていること、すなわち、「あなたたちの心の耳を傾けて、神の御子の声に従いなさい」（全兄弟会にあてた手紙６）との招きなのです。これによって、人類に対する神の愛の喜ばしい告げ知らせが響き渡ります。

2.2　現代のフランシスコ会の使命

　総長は、２００５年１月１日付の書簡「創立の恵み」によって、全兄弟会に会則裁可８００周年記念の準備として、１９７３年のマドリッド総集会の宣言「昨日から今日へと引き継がれるテキスト」を読み、自分のものとするようにと勧めました。この勧告に対する回答は、注意深く読まれ、分析され、詳しくまとめられました。その内容は、「臨時総集会に向けて」という小冊子の質問に答えるものです。

　回答を寄せた管区（全体の約45パーセント）は、会のさまざまな地理的、文化的地域を代表しており、従って、状況や反応もさまざまです。回答のまとめを読んでみますと、兄弟たちの生活の一端を垣間見ることができます。それは詳しく書かれていて、興味深く、励みになるものです。総長は報告書を書くにあたり、また、総集会で発言する人や総集会の成果として出される総括文書は会全体で行ったこの「良心の糾明」を必ずや参考にするはずです。

私たちの生活様式の基本的な諸価値に賛同する

　回答を読んでみて分かったことは、まず、会が過去４０年間、第二バチカン公会議の指針に沿って取ってきた方向性を広く支持する声が多かったことです。私たちの召命の基本的な諸価値は、会憲、その後の総集会、マドリッド宣言、歴代総長たちの手紙、養成学問総事務局の文書などによって詳しく説明確認されており、兄弟たちに知られ受け入れられていますが、今では「言うまでもなく」私たちの日常を形成しています。私たちのアイデンティティーの根幹であるこれらの諸価値は、寄せられた回答では決して疑問を持たれることはありませんでした。全体を要約すると、三つのテーマに分けられると思います。すなわち、福音・信仰・召命、兄弟性、そして小ささと貧しさの生活を基本とする宣教派遣（mission）です。これらのテーマは、私たちの全存在の基本です。神とキリストへの信仰は私たちの存在に意味を与え、兄弟的な関わりは人間だけでなくすべての命あるものに向けられ、生活と行動を通しての存在の証しは教会と世界に貢献します。

　このように皆が賛同しているということはとても意義深く慰めになるものですが、問題がないわけではありません。これらの諸価値を皆で考え受け入れるならば、一種の｢正当性｣が生まれ、個人として、また共同体としての長期的なアイデンティティーが形成されるでしょう。いったん受け入れられ、充分に理解されるならば、信念に基づいた態度と行動が生まれるはずです。従って、これらの諸価値に賛同するということは会にとって恵みなのです。現代世界において、このことは喜ばしいことです。しかし、理想と現実の間には常にギャップがあることを忘れてはなりません。価値あるものとして認められていることが必ずしも実行されるとは限らないのです。「正当な行動」は「正当な考え」から自動的に生まれるわけではありません。このギャップを認め、それに苦しみ、それを埋めようと努力することは私たちの義務ですが、それは一度で完了するものではなく、常に新たに始められるべきものです。

理想を実行に移すための提案

　寄せられた回答は、状況をよく把握していることを示しています。私たちの｢生活様式｣の基本的諸要素については、「国民投票的な」賛同が表明されていますが、現代社会でそれを具体的かつ目に見える形で表すことにはたくさんの障害があるらしいことが分かります。その障害とは、特に人間の弱さから来るものです。その他、問題点として挙げられたのは、信仰の弱さ、大げさな行動主義、個人主義、世俗主義（快適な生活の追及など）、消費社会における中産階級化などです。何が欠けているか、何がうまく行っていないかについての言及だけでなく、それらを正す具体的な方法も提案されていました。

考えなければならない挑戦

　現代の挑戦が適切に受け入れられていないことがままあります。現代の挑戦とは一言で言えば、心を開いて対話するために、自己を自己中心から解放したりすることです。つまり、自分たちや会の始まりや伝統ばかりに集中しないということです。私たちは自給自足した孤島ではなく、世界とその中の教会という広大な大陸に属する一つの小さな地域なのです。

　まず、私たちの会は圧倒的に多い信徒（在世会）と奉献生活を送る人々（律修第三会）を含む大きなフランシスカン家族の小さな一部であることを忘れてはなりません。あたかも自分独りでいるかのように振舞うことは、由々しきことであり、兄弟性からも「エキュメニズム」からも外れています。

　私たちはカトリック信者として特別なカリスマをいただいていますが、自分の特異性に従って教会に協力しようと思うならば、教会全体が刷新のために注いでいるエネルギーや努力および教会を突き動かす問題を無視してはなりません。教会が宣べ伝え、私たちが守ることを誓約した福音は、常に私たちの理解をはるかに超えているのです。

　そして、「私たちの修道院」であるこの世界は、グローバリゼーションや急激な変革（文化的、政治的、コンピュータ化の）、格差（貧富の、男女の）、世界を揺るがす数々の危機（メディア支配、人間の概念、バイオエシックスの問題など）に見舞われています。

　これらの複雑な現実は私たちの生活の一部をなしており、私たちに問いかけ、新しい眼で見つめるようにと促しています。これらの現実は神に愛されたこの世の一部なのです。神は御子を通して救うためにこの世に来られました。現代を悲観的に、暗く眺めてはなりません。また、福音的な識別によって新しい表現やしるしを提案することを恐れてはなりません。私たちの「生活様式」によって福音に奉献し、福音の新しさを絶えず心に受け入れている私たちは、間違いをするはずがありません。なぜなら、福音は「私たちの足元を照らしてくれる灯火」であり、まっすぐな道、取るべき道を示してくれるからです。

　キリストの福音を心に持ち、日々の現実に心を開くならば、「恵みの時」である今日、教会と世界において、神の「聖なる愛」を証しするという使命を果たすことができるでしょう。

2.3　総集会の召集

　ここで強調しておかなければならないことがあります。それは、ここで言っている総集会とは霊的な総集会のことであり、祝典のことです。つまり、何世紀にもわたる私たちの歩みを顧みつつ、希望と主への信頼をもって未来に進むために、フランシスコの福音的直感（福音観）を今という時に再びよみがえらせることなのです。

　総集会は、さまざまな世代のフランシスカンが理解し、生き抜いて来た会則を土台として召命と使命を識別しながら、二週間にわたって行われます。総長がこれから総集会の進行手順について詳しく説明します。

　この二週間は、神の御言葉によって導かれます。エマオの弟子たちのイメージが何らかの方法で総集会全体を方向付けます。このイメージは、私たちの兄弟的な旅路を不信から希望への道筋を表しており、主の御言葉の中に、そしてパンを裂くことの中に主の現存を見出させてくれます。この現存によって照らされて、私たちはエルサレムへの道を再び勇気をもって歩むことができます。それは交わりと宣教(mission)の道なのです。私たちの「生活様式」を熱意と寛大さをもってよみがえらせるために、御言葉は私たちの恐れやためらいが根拠のあるものなのかどうかを見極める助けとなってくれるでしょう。

　典礼とフランシスカンの聖域への巡礼によって表された祈りの雰囲気が、この二週間私たち一人一人を、また共同体全体を包んでくれるでしょう。すべてのものは神から来るのですから、私たちはすべてのものを感謝を込めて神にお返ししなければなりません。

　この総集会はこれで終わるわけではありません。二週間の終わりに総括文書を承認する予定ですが、それは２００８年～２００９年の８００年祭に向けて、個人および共同体レベルで考察し、内面化し、取り入れるためのアウトラインとなるものです。総集会も総括文書も、神と人類への忠誠の新たな歴史を書き続けるためには、私たちの独創性を必要とします。



３．二週間に話し合われるテーマ
　代議員たちは、現代の私たちの生活の中心的テーマについて順次研究し、理解しながら、話し合いを行います。最初の一週間は世界に眼を向けつつ、福音と信仰、報告と対話について話し合い、次の一週間は召命、兄弟性および宣教派遣について話し合います。

　最初の週のテーマについては、外部の人に講演してもらい、その後、言語別のグループに分かれて分かち合いを行います。二週目のテーマについては、代議員の一人が黙想と祈りとの関連において説明し、それを皮切りにして、聖書に出てくるエマオの弟子たちのイメージとフランシスカンのテキストを参考にしながら、新しい未来へと向かうために兄弟会全体の状況を考えます。二週目の検討会は協議会別のグループで行います。

　さまざまなテーマ（講演者が提案したことやグループ別に話し合ったこと、その他のグループに提供された文書など）についての考察は、一日の終わりに祈りの中でまとめられます。典礼委員会は、最初の週のグループ別の祈りの材料を準備します。第二週の祈りの準備は、それぞれのグループに任されます。

　第一週の考察と第二週の考察は、「現代における福音生活の提案としての会則」（９月２１日）について黙想し、祈ることによって、また、「現代のフランシスコ会の生活と使命に関する総長の報告書」（９月２２日）と比較することによって関連付けられます。

　グループ別の考察について各人が研究し、考察し、祈ることは大切です。そうすることは、グループで行う同じ考察を深く分かち合い、理解するための必要条件です。

　総集会の週別のテーマと日程は次の通りです。

９月１５日（金）


ラヴェルナへの巡礼

９月１６日（土）


兄弟会の歴史における会則

９月１８日（月）


現代人と信仰と福音：生き方の提案

· 私たちの存在に、自己満足と精神安定剤的な信仰心以上の、人間としてかつキリスト者としての意味を与えるために、福音を人生のプロジェクトとして提案する。

· 荒廃と無関心に満ちたこの世界に刺激を与えることのできる福音的価値を提案する。

· 私たちの召命と使命（宣教派遣）を生き抜くその生き方を通して、この世界で福音の喜びを体験し、証しする方法を提案する。

９月１９日（火）

恐れから出会いへ：他者に心を向ける

· 関係性、人間の成長の場。

· 関係性と帰属意識：教会における、また教会に対する私たちの召命。会への帰属意識。フランシスカン家族の相互補完性の中での召命。

· 男女の関係。

· グローバル化された世界における異文化間および国家間の関係。

· 世界の南北関係。

· 「敵」との関係。

９月２０日（水）

独白から対話へ

· 私たちは、細分化され分断された世界で、小さき兄弟として、対話の推進者となるよう招かれている。

· 異文化間で互いに相手を尊敬しながら対話を推進する者となる。

· 自分独自のアイデンティティーを認識しながら、エキュメニカルな対話と他の宗教との対話を推進する者となる。

· 教会と世界との対話を推進する者となる。

９月２１日（木）

現代における福音的生活の提案としての会則

· フランシスコは会則を「生命の書、救いの希望、福音の真髄、完全さへの道、天国の鍵、永遠の契約の証書」（2チェラノ208）として作った。

· 会憲の第2条（１）には、次のように記されている：

「教皇ホノリオ3世によって認証された小さき兄弟たちの会則は、本会の生活と法規の基礎である。会則に記されている事はすべて、聖フランシスコの考え方、とりわけその著述に明示された考え方に沿い、また、教会の解釈と本会の健全な伝統に従って、歴史と文化の流れの中で理解され、守られるべきである。」

· これらの指摘を踏まえて、会則を今日自分のものにするにはどうすればいいだろうか。会則を私たちにとっても、また現代の人々にとっても真の「生活様式」とするためには、どうすればいいだろうか。

９月２２日（金）－２３日（土）

総長の報告

９月２５日（月）

召命


聖書からのイメージ：「エマオの弟子たち」（ルカ24章13－35節）

フランシスカンの資料：十字架上の主の御前で捧げられた祈り

· 召命は、信仰と福音への完全な服従とに密接につながっている。

· 十字架に付けられ、復活された主の探求と出会いの旅路と歴史としての召命（召命のダイナミックな局面）。

· 神との個人的で兄弟的な対話としての、また、日々の出来事における神の現存の体験としての召命。

９月２６日（火）

兄弟性


聖書からのイメージ：「エマオの弟子たち」（ルカ24章13－35節）

フランシスカンの資料：非裁可会則22章32－40

· 私たちのカリスマの基本の一つである兄弟性。

· 神との出会いの優れた場としての兄弟（会憲40条参照）。

· 賜物として、また誓約としての兄弟共同体。平和な共同体建設と兄弟たちの多様性の調和のために共に働く時に体験する他の兄弟の豊かさに素直に驚くこと。

· 兄弟性は、自分の家だけに留まらず、外の世界に向かっても開かれる。

· 共に生きることの「母親的な局面」。

· 兄弟的な生活に照らしてみた権威と従順。

９月２７日（水）

宣教派遣(The mission)


聖書からのイメージ：｢エマオの弟子たち｣（ルカ24章13－35節）

フランシスカンの資料：「全兄弟会にあてた手紙」5－9

· 信仰・召命・宣教派遣は一体です。主が私たちを派遣するために招いておられるのです。

· 使徒的活動、宣教活動、フランシスカン的奉仕はいずれも、兄弟愛と小ささのうちに行われるべきものです。

· 神と人間に忠実でありつつ、（派遣され）宣教することの「重要性」。愛に満ちている人は、フランシスコのように、福音を現代の人々に伝える適切で雄弁な方法を見つけることができる。

· 絶えざる「出発」（exodus）としての宣教派遣。それは神から生まれ、神に戻ることである。派遣された人は信頼し、無私の気持ちを持つことが必要である。

９月２８日（木）と３０日（土）

総括文書

９月２９日（金）

フォンテコロンボとグレッチオへの巡礼

４．総集会は続く･･･
　各管区および共同体は、総括文書の指示を日々の生活の中で実践することによって、この総集会を継続するように求められています。

　この臨時総集会の後、各管区は、すべての兄弟を招集する最も適切な方法（たとえば、幕屋の集会）を考え、各管区の兄弟たちの生活と使命（宣教派遣）を改善する適切な方法を識別することが大切です（「創立の恵み」17参照）。

	２００６年臨時総集会日程

	９月

	14
	木曜日

	Ｃ
	午後到着

	
	夕の祈り

	15
	金曜日

	
	ラヴェルナ

	Ａ
	開会式

	Ｂ
	祝典（典礼委員会が準備）

	16
	土曜日

	
	開始

	Ａ
	開会宣言、その他

	Ｂ
	「叩き台」の紹介、聖書からのイメージの紹介

	Ｃ
	講演（Acrocca presentation）

	Ｄ
	講演者との対話

	
	夕食後聖マリア大聖堂で聖母を称える祈り

	17
	日曜日

	
	自由行動

	18
	月曜日

	
	福音と信仰

	Ａ
	講演者によるテーマの紹介

	Ｂ
	言語別グループ作業

	Ｃ
	言語別グループ作業

	Ｄ
	今日のテーマについてのグループ別の祈り

	19
	火曜日

	
	関係性　(Representations)

	Ａ
	講演者によるテーマの紹介

	Ｂ
	言語別グループ作業

	Ｃ
	言語別グループ作業

	Ｄ
	今日のテーマについてのグループ別の祈り

	20
	水曜日

	
	対話

	Ａ
	テーマについての黙想

	Ｂ
	言語別グループ作業

	Ｃ
	言語別グループ作業

	Ｄ
	今日のテーマについてのグループ別の祈り

	21
	木曜日

	
	今日の会則

	Ａ
	テーマについての黙想

	Ｂ
	祈り、一人で考える時間

	Ｃ
	グループ別考察のまとめ

	Ｄ
	サン・ダミアノで夕の祈り（全員で）

	22
	金曜日

	
	総長

	Ａ
	総長の報告

	Ｂ
	総長の報告

	Ｃ
	個人での考察

	Ｄ
	言語別グループ作業

	23
	土曜日

	
	総長

	Ａ
	言語別グループ作業

	Ｂ
	対話（全員で）

	Ｃ
	対話（全員で）

	Ｄ
	聖クララ聖堂でクララ会のシスターたちと合同祭儀

	24
	日曜日

	
	自由行動

	25
	月曜日

	
	召命

	Ａ
	聖書からのイメージ。テーマについての代議員による考察

	Ｂ
	協議会別グループ作業

	Ｃ
	協議会別グループ作業

	Ｄ
	今日のテーマについてのグループ別の祈り

	26
	火曜日

	
	兄弟性

	Ａ
	聖書からのイメージ。テーマについての代議員による考察

	Ｂ
	協議会別グループ作業

	Ｃ
	協議会別グループ作業

	Ｄ
	今日のテーマについてのグループ別の祈り

	27
	水曜日

	
	宣教派遣（Mission）

	Ａ
	聖書からのイメージ。テーマについての代議員による考察

	Ｂ
	協議会別グループ作業

	Ｃ
	協議会別グループ作業

	Ｄ
	聖フランシスコの墓所でミサ聖祭

	28
	木曜日

	
	総括文書

	Ａ
	総括文書の原案の紹介

	Ｂ
	個人での検討

	Ｃ
	協議会別グループ作業

	Ｄ
	各グループの提案（全員で）

	29　
	金曜日

	
	グレッチオとフォンテコロンボへの巡礼

	30
	土曜日

	
	総括文書

	Ａ
	手直しした原案の紹介

	Ｂ
	討論

	Ｃ
	総括文書の承認

	Ｄ
	自由時間

	
	夕食後パーティー

	
	

	１０月

	１
	日曜日

	
	閉会式

	A
	閉会宣言、その他、挨拶

	B
	聖マリア聖堂で共同司式による閉会のミサ



総集会を実り多いものにするためには準備が必要です。各管区は、総集会のテーマについて、定められた同じ方法で一緒に考えてください。各管区で、現代の私たちの生活と使命が突きつけられている問題（挑戦）とは何かについて、また、それらの問題に対処するためには、具体的にどうすればよいかについて話し合うことが大切です。総集会の議事日程に従って、各管区の置かれた文化環境を注意深く読み、私たちの生活と使命の基礎となっている価値がどのように生かされているかを識別することにより、問題点とその対処方法が明らかになると思います。管区長または分管区長は、それらの考察のまとめを総集会事務局に提出してください。
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